




























































































































1986（昭和61）年 100.0 18.2 14.4 41.4 5.1 15.3 5.7 3.22
1989（平成元）年 100.0 20.0 16.0 39.3 5.0 14.2 5.5 3.10
1992（平成４）年 100.0 21.8 17.2 37.0 4.8 13.1 6.1 2.99
1995（平成７）年 100.0 22.6 18.4 35.3 5.2 12.5 6.1 2.91
1998（平成10）年 100.0 23.9 19.7 33.6 5.3 11.5 6.0 2.81
2001（平成13）年 100.0 24.1 20.6 32.6 5.7 10.6 6.4 2.75
2004（平成16）年 100.0 23.4 21.9 32.7 6.0  9.7 6.3 2.72
2007（平成19）年 100.0 25.0 22.1 31.3 6.3  8.4 6.9 2.63
2010（平成22）年 100.0 25.5 22.6 30.7 6.5  7.9 6.8 2.59
2013（平成25）年 100.0 26.5 23.2 29.7 7.2  6.6 6.7 2.51
2016（平成28）年 100.0 26.9 23.7 29.5 7.3  5.9 6.7 2.47
2017（平成29）年 100.0 27.0 24.0 29.5 7.2  5.8 6.5 2.47





























1986（昭和61）年 100.0 13.1 18.2 11.1 44.8 12.7 23.9
1989（平成元）年 100.0 14.8 20.9 11.7 40.7 11.9 28.2
1992（平成４）年 100.0 15.7 22.8 12.1 36.6 12.8 30.8
1995（平成７）年 100.0 17.3 24.2 12.9 33.3 12.2 34.4
1998（平成10）年 100.0 18.4 26.7 13.7 29.7 11.6 37.8
2001（平成13）年 100.0 19.4 27.8 15.7 25.5 11.6 40.5
2004（平成16）年 100.0 20.9 29.4 16.4 21.9 11.4 44.0
2007（平成19）年 100.0 22.5 29.8 17.7 18.3 11.7 46.6
2010（平成22）年 100.0 24.2 29.9 18.5 16.2 11.2 49.2
2013（平成25）年 100.0 25.6 31.1 19.8 13.2 10.4 51.7
2016（平成28）年 100.0 27.1 31.1 20.7 11.0 10.0 54.8
2017（平成29）年 100.0 26.4 32.5 19.9 11.0 10.2 55.5




























総数 まったく賛成 どちらかと 言えば賛成
どちらかと 
言えば反対 まったく反対
第２回（1998） 100.0 8.2 42.2 38.8 10.8
第３回（2003） 100.0 6.8 43.6 40.7  8.9
第４回（2008） 100.0 6.7 44.0 41.2  8.0
第５回（2013） 100.0 4.5 40.1 45.3 10.1



























































































































18～19歳 2.19 2.21 2.18 2.15 2.09 1.97
20～24歳 2.25 2.15 2.05 2.11 2.09 1.95
25～29歳 2.22 2.14 1.99 2.05 2.05 1.91
30～34歳 2.21 2.13 1.98 2.01 1.92 1.83
（再掲）





18～19歳 2.20 2.25 2.13 2.23 2.16 2.05
20～24歳 2.22 2.16 2.09 2.18 2.20 2.09
25～29歳 2.10 2.13 1.98 2.03 2.06 2.03
30～34歳 1.90 1.76 1.87 1.84 1.97 1.78
（再掲）
18～34歳 2.17 2.13 2.03 2.10 2.12 2.02
資料出所：出生動向基本調査　各年
表５　夫婦の平均理想子ども数，平均予定子ども数，現在の子ども数
1992年 1997年 2002年 2005年 2010年 2015年
平均理想子ども数 2.64 2.53 2.56 2.48 2.42 2.32
平均予定子ども数 2.18 2.16 2.13 2.11 2.07 2.01






























専業主婦コース 再就職コース 両立コース DINKSコース 非婚就業コース
女性の理想のライフコース 18.2 34.6 32.3 4.1 5.8
男性がパートナーに望む
ライフコース 10.1 37.4 33.9 3.3 3.6
資料出所：第15回出生動向基本調査（2015年）
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族の梏（てかせ）から外された今日の家族や親族が，昔のままの先入観によって歪められ，反動
的にすべてを社会や国に依存しようとすることの思想的な短絡もまた検討されるべき今日的な課
題」であると指摘している（小山　1976：288）．
小山の言を借りるならば，「社会福祉の資源としての梏」から家族を解放することこそが，少
子化対策につながるのではないだろうか．また，「家族は社会福祉の資源」という発想を見直す
時期にきているのではないだろうか．少なくとも，ここで言う「福祉」機能は，より限定的にな
らざるを得ないのではないだろうか．
【参考・引用文献】
阿藤　誠（1994）「未婚化・晩婚化の進展」『家族社会学研究』第６号，5-17．
藤森克彦（2019）「親と同居する中年未婚者の増加と生活上のリスク」『生活経済政策』．
　　https://www.mizuho-ir.co.jp/publication/contribution/2019/seikatsukeizai1908_01.html　2020/8/19
磯野誠一・磯野富士子（1958）『家族制度』（岩波新書　Ｂ97）　岩波書店．
小山　隆（1976）「家族変動の歴史的背景」森岡清美・山根常男共編『家と現代家族』培風館，272-289．
望月　嵩（1993）「家族概念の再検討」森岡清美監修『家族社会学の展開』培風館，17-31．
森岡清美　編（1972）『社会学講座３　家族社会学』東大出版会．
森岡清美（1993）『現代家族変動論』ミネルヴァ書房．
落合恵美子（1989）『近代家族とフェミニズム』勁草書房．
36 現代社会における家族の諸問題
